
深谷小学校 学校だより (571-0329 http://www.fukaya-e.ed.jp

第１０号

平成 29年
12月 22日発行

挑戦を重ねて｢未見の我」を発見した２学期
石 川 浩

８月末のうだるような残暑の中で始まった２学期。夏・秋・冬と三つの季節をまたぎ、冬至とい

う季節の節目である本日、その最後の日を迎えました。２学期はことあるごとに子供たちに「挑戦」

ということを意識させて取り組ませてきました。「挑戦」は難しいことやできないことをできるよ

うにすることで失敗はつきものです。様々な「挑戦」とそれに伴う「失敗」を通して「難しいこと

に挑戦して失敗することをよしとし、失敗から学ぶことで確かな成長を手にする」という、子供た

ちの将来に必要不可欠な資質を、運動会や持久走大会をはじめとした行事や日々の授業を通して、

またご家庭や地域の方々と協働して磨き伸ばすことができたと、２学期を振り返り実感しています。

毎月子供たちに暗唱させている「チャレンジ課題」ですが、１２月は次の詩を課題としました。

光 明 安積 得也

自分の中には 自分の知らない 自分がある

みんなの中には みんなの知らない みんながある

みんなえらい みんな貴(とうと)い みんなみんな 天の秘蔵っ子

この詩は、人間の中には自分でさえ気づかない可能性や能力、才能がたくさんあることを教えてく

れます。自分の知らない自分「未見の我」、そのことに気づかせてくれるのが「挑戦」であると思

います。深谷小学校の子供たちは、「挑戦」を強く意識して過ごした２学期の日々の中で、それま

で気づいていなかった自分･自分たち･友達のよさや尊さを発見し、自尊感情や思いやりといった心

と態度を磨いてきました。そういう２学期であったと、この詩を暗唱するという行為を通して気づ

いてほしいと考え、この詩を１２月の「チャレンジ課題」としたのです。

私には、学期末の仕事というか楽しい行為があります。その学期の「チャレンジ課題」をすべて

暗唱した子供たちに渡す賞状の作成です。文面は印刷しますが、名前だけは揮毫します。ノックを

して校長室に入ってくるときの緊張、懸命に思い出しているひたむきさ、途中で詰まったときの小

さな無念、最後まで暗唱できた安堵と満足感…。そうした子供たちの小さな成長を感じさせてくれ

る一瞬の輝きを思い浮かべながら一人一人の名前を書くこの行為は、私にとってその学期を振り返

るかけがえのないものとなっています。今学期は４９４枚の賞状を渡せます。小さな賞状ですが、

小さいけれど確かな成長につながる「挑戦」をした証（あかし）としてもらえたら嬉しいです。

今年も残すところわずかとなりました。おかげさまで深谷小学校としても、多くの成果をあげ充

実した年とすることができました。来年も、共通の「宝物」である深谷小学校の子供たちをよりよ

く育てる「Team 深谷小」のチームメイトとして、一層力を合わせていきたいと考えています。ど

うぞよろしくお願いします。

１２月８日は授業参観で、お母さんやお父さん、おじいちゃんにおばあ

ちゃん、弟も妹も…、たくさんの方々が深谷小学校を訪れ、授業の中で頑

張っている子供たちの姿を見ていただきました。低学

年の子たちは明らかにそうですが、高学年の子たちも、

家の人が来てくれているかとても気にしています。チ

ラチラと後ろや入り口のドアの方に視線を向けていま

した。

子供たちは、ご家族が忙しい中わざわざ来てくれて

いることを知っています。それが自分に向けられた愛

情や期待であることも知っています。そうした愛情や

期待の中で、見てもらう中で、子供たちは自分の価値

に気づき力を伸ばしていくのだと思います。

１２月１３日、1年生が「昔の遊び」の学習を体育館で行いました。
地域から「昔遊びの先生」をたくさんお招きして、

遊び方や遊ぶコツを教わりました。コマや竹とん

ぼ、おはじきなど、日本の子供たちが昔から親し

んできた遊びに挑戦です。「昔遊びの先生」が優し

く丁寧に教えてくださり、子供たちも夢中で遊び

に取り組むので、あっという間に時間が過ぎてし

まいました。自分で作ったり自分の身体を使った

りする遊びは、自分の体を思ったように動かすと

いう、小学校の低学年の時期にとても大切な運動

の要素をたくさん含んでいます。

もうすぐお正月です。家族や親戚が集まったと

ころで、一緒に楽しく遊べるとよいですね！いろいろな遊びを通して、たくさんの温かい心や優し

い思いに接することのできた時間は、子供たちにとってとても嬉しい時間であったと思います。

１２月１日、校内かるた大会が行われました。かるた大会に臨む子供たち

の姿には、教室の授業中とは違う面が

いろいろ見えました。子供たちがもっ

ているいろいろな特性を発揮できる場

を設けることの意義を感じました。

今回のかるた大会を開催するまでに、

PTA 研修部の皆さんには、企画から練
習会の実施や審判講習など、様々なお

力添えをいただきました。また当日の

運営に協力していただきました執行部

のみなさん、ボランティアで参加して

くださった元深子連委員会の方々も、本当にありがとうございました。

※ ３学期の始業式は１月９日（火）で、特別日課３時間となります。


